
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

だ
よ
り

徳 島 市
徳島市コミュニティ
連 絡 協 議 会
〒770-8571
徳島市幸町２丁目５番地
TEL（088）621-5510
FAX（088）621-5511

コミュニティだより　　令和４年１月１日 第91号⑴　
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
穏
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
施
設
の
利
用
制
限
等

へ
の
対
応
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
を
は
じ
め
、
急
速
に

進
行
す
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
、
大
規
模
な
自
然
災

害
へ
の
備
え
な
ど
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
源
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
重
要

性
が
一
層
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
皆
さ
ま
の
日
々

の
積
極
的
か
つ
献
身
的
な
活
動
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
の

絆
を
深
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
共
生

社
会
づ
く
り
の
実
現
に
不
可
欠
で

あ
り
、
誠
に
心
強
い
限
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
目

指
す
将
来
像
「
わ
く
わ
く
実
感
！

水
都
と
く
し
ま
」
の
実
現
に
向
け
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安

全
・
安
心
に
生
活
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
な
お
一
層
の
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
方
の
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま

方
に
と
っ
て
輝
か
し
い
幸
せ
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

我
々
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た

事
柄
が
二
点
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
な
ん
と
言
っ
て
も
、

一
昨
年
よ
り
継
続
し
て
発
生
し
て

い
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
令
和
三
年
四
月
か
ら
五

月
に
は
、
感
染
拡
大
に
よ
り
市
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
、

一
斉
に
休
館
と
な
り
ま
し
た
。
六

月
に
入
り
感
染
症
が
減
少
し
、
こ

れ
で
正
常
な
運
営
が
で
き
る
と
期

待
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
東
京
都
を

含
む
関
東
一
円
で
、
再
び
急
拡
大

し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
無
観
客
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
に
入
り
地
方
に
も
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
拡
大
し
、
十
九
日
か
ら
再

び
休
館
と
な
り
九
月
末
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
状
況
が
続
け

ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
が
非
常
に
厳
し
く
な
り
大
変
危

惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
徳
島
市
の
行
政
改

革
に
よ
り
公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
統
合
す
る
話
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
件
は
今

ま
で
何
度
も
持
ち
上
が
っ
て
は
消

え
て
い
っ
た
案
件
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

あ
り
ま
と
め
き
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
社
会
教
育

課
が
、
本
腰
を
入
れ
強
力
に
推
進

し
令
和
四
年
度
か
ら
順
次
、
で
き

る
地
区
か
ら
す
す
め
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
の
徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

連
絡
協
議
会
に
お
い
て
は
、
統
合

の
話
が
出
か
か
っ
た
時
よ
り
先
進

市
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
毎

年
研
修
旅
行
を
兼
ね
視
察
し
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
団
体
の
補
助
金
を
一
括
し
て
、

地
区
に
分
配
し
地
区
内
で
補
助
金

を
各
団
体
に
分
け
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
先
進
市
に
負
け
な

い
よ
う
内
容
な
ど
も
充
実
さ
せ
、

活
性
化
を
進
め
自
主
運
営
が
で
き

る
よ
う
、
お
互
い
に
情
報
交
換
を

行
い
助
け
合
い
な
が
ら
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員
の

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
よ
り
良
い

年
に
な
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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迎
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迎
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２
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迎
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年
の
挨
拶

新
年
の
挨
拶
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例
年
、
十
月
一
日
に
開
催
さ
れ

る
置
市
記
念
式
典
に
お
い
て
徳
島

市
地
域
貢
献
高
齢
者
顕
彰
制
度
に

基
づ
き
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
方
々
に
対
し
、
徳
島
市
長
よ

り
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
残
念
な
が
ら
今
年
度
の

式
典
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

顕
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で

す
。

内
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

椎
野　

博
文

新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

大
森　
　

茂

西
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

大
坂
シ
ゲ
コ

東
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

福
田
佳
代
子

昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

今
井　

康
之

渭
北
街
づ
く
り
協
議
会濱

田　

孝
子

佐
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

三
木　

隆
清

沖
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

南　
　

英
生

加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

吉
田　

文
明

八
万
町
各
種
団
体
連
絡
協
議
会

山
口　

敏
夫

八
万
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

藤
田　

恒
子

八
万
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

浅
野　

保
子

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

芝
原　

孝
昌

丈
六
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小
椋　
　

茂

不
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

福
永　

博
士

上
八
万
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

中
林　

正
人

一
宮
下
町
町
づ
く
り
推
進
協
議
会

木
村　

鈴
子

川
内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

多
田　

洋
子

南
井
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

鈴
江　

三
子

北
井
上
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

美
馬　

正
幸

（
以
上
行
政
区
順
・
敬
称
略
）

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◇
◆

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

沖
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

三
栖
谷
高
照

津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

島
田　

和
男

加
茂
名
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

宮
本　

昌
美

加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

宮
崎　

忠
司

八
万
町
各
種
団
体
連
絡
協
議
会

会
長　

矢
田　

嘉
昭

八
万
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

会
長　

福
永
佐
知
子

八
万
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

会
長　

福
山　

啓
子

勝
占
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会

会
長　

田
中　
　

稔

勝
占
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

竹
内　

鋭
治

勝
占
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

谷
口　

榮
一

多
家
良
地
区
連
合
協
議
会

会
長　

福
井　

敏
夫

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

髙
山　

宏
行

丈
六
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

梅
本　

辰
雄

不
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

大
川　

良
文

入
田
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

森　
　

政
雄

上
八
万
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
連
合
協
議
会

会
長　

川
人　

泰
博

上
八
万
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

阿
部　

増
江

一
宮
下
町
町
づ
く
り
推
進
協
議
会

会
長　

祖
川　

信
明

川
内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

植
田　

和
則

川
内
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

坂
東　

敏
夫

応
神
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

濵
井　

利
教

国
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

藤
村　

俊
治

新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

前
川　

佳
弘

西
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

岩
佐　

重
明

東
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

松
ノ
内　

清

昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

松
岡　
　

勤

渭
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

中
嶋　

修
三

住
吉
・
城
東
地
区
町
づ
く
り
協
議
会

会
長　

浜
田　

耕
市

渭
北
街
づ
く
り
協
議
会

会
長　

近
藤　

辰
夫

佐
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

吉
田　
　

紘

南
井
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

松
島　

孝
昌

北
井
上
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

伊
川　

幸
治

内
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長　

宮
澤　

武
志

（
順
不
同
）

地
域
貢
献
高
齢
者
顕
彰
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縄な
わ

奉
仕
活
動
・
避
難
所
感
染
対
策

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
を

図
り
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成

と
若
者
の
社
会
参
加
の
促
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｋ
を

運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

⑶

　

佐
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
（
以
下
Ｂ
Ｃ
Ｋ
）
は

佐
古
住
民
と
地
元
企
業
（
従
業
員

を
含
む
）
で
構
成
し
、
令
和
元
年

九
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
活
動
目

的
は
、
地
域
社
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
必
要
と
す
る
側
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
き
る
側
を
仲
介
す
る
中

間
支
援
活
動
で
す
。

　

地
域
団
体
の
活
動
に
、
若
い
力

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す
る

時
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｋ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

要
望
書
で
申
込
み
を
し
ま
す
。
Ｂ

Ｃ
Ｋ
が
、
内
容
と
安
全
を
確
認
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
発
信
し
ま

す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｋ
は
「
と
く
し
ま

県
民
活
動
プ
ラ
ザ
」
に
団
体
登
録

を
し
ま
し
た
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
基
づ
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
証
明
書
を
発
行

で
き
る
よ
う
に
な

り
、
す
で
に
実
際

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
対
し
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
三
月

二
十
九
日
（
月
）

に
佐
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主

催
の
佐
古
小
学
校
周
辺
部
清
掃
活

動
で
は
、
地
域
の
方
に
は
町
内
回

覧
で
春
休
み
の
小
学
校
で
の
作
業

と
い
う
こ
と
で
佐
古
町
内
の
児

童
・
生
徒
等
に
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
の
二
十
七
人
に

参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
、
佐
古
小
学
校

（
愛
日
校
）
入
学
式
の
美
化
活
動

の
一
環
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
五
月
二
十
三
日（
日
）

に
万
年
山
愛
護
連
絡
会
よ
り
「
徳

島
藩
主
蜂
須
賀
家
墓
所
（
万
年
山

墓
所
）清
掃
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

募
集
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
当

日
、
小
・
中
・
高
生
と
地
元
住
民

を
含
め
約
百
四
十
人
に
参
加
い
た

だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
明
書
を

八
十
八
枚
発
行
し
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
小
・
中
・
高
生
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
を
避
け
て
清
掃
区
域
を
分

割
し
、
各
区
域
に
地
域
の
住
民
が

安
全
を
確
認
し
指
導
し
な
が
ら
二

時
間
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
サ
マ
ー
防
災
キ
ャ
ン

プ
の
ス
タ
ッ
フ
・
諏
訪
神
社
注し

連め

清掃活動の様子

参加したボランティアのみなさま

佐古ボランティアセンター運営協議会

会長　吉田　　紘

地域活動とボランティアの懸け橋に地域活動とボランティアの懸け橋に
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太
古
の
昔
か
ら
阿
讃
・
剣
山
系

か
ら
と
う
と
う
と
流
れ
る
吉
野
川

は
流
域
の
人
た
ち
か
ら
は「
大
川
」

と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

神
山
山
系
か
ら
流
れ
る
鮎
喰
川
を

「
前
川
」
と
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
両
河
川
に
は
さ
ま
れ
た

不
動
地
区
は
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
が
、
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
る
と
洪
水
被
害
で
住
民
は
苦
し

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
治

水
工
事
も
完
成
し
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
一
大
産
地
と
し
て
有
名
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
六
十
年
前
を
想
像
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
こ
の
徳

島
市
の
北
部
・
北
西
部
か
ら
市
内

へ
の
通
勤
・
買
い
物
な
ど
で
交
通

量
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
増
大

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
常

生
活
の
中
で
橋
を
渡
ら
な
け
れ
ば

生
活
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

吉
野
川
・
鮎
喰
川
に
架
か
る
四
つ

の
橋
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一
「
不
動
橋
」
約
三
〇
〇
㍍

　

鮎
喰
川
に
架
か
る
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
で
す
。
北
島
田
町
と
結

ば
れ
県
道
一
号
線
が
通
っ
て
い
ま

す
。
明
治
四
年
に
は
「
賃
取
橋
」

と
し
て
架
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
賃
料
は
五
文
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
。　
　
　

　

昭
和
三
十
一
年
に
完
成
、
三
十

三
年
に
開
通
式
が
行
わ
れ
、「
下

鮎
喰
橋
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
有
名
な
「
新
居
の
お
不
動
さ

ん
」
の
名
か
ら
「
不
動
橋
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

二
「
名
田
橋
」
約
八
〇
〇
㍍

　

県
道
一
号
線
の
吉
野
川
に
架
か

る
我
が
国
最
大
の
ブ
レ
ス
ト
レ
ス

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
、
昭
和
三
十

八
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
明
治
六

年
村
営
で
「
名
田
橋
」
を
架
け
ま

し
た
が
、
た
び
た
び
の
洪
水
で
橋

は
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
橋
が
完
成
す
る
ま
で
の

間
、「
名
田
の
渡
し
」
と
し
て
も

有
名
で
、
県
営
の
渡
船
と
し
て
運

4　四国三郎橋

3　弁天橋

2　名田橋

1　不動橋

不動橋

名田橋

旧　弁天橋（潜水橋）新　弁天橋

不
動
地
区
に
架
か
る
橋
の
お
話

不
動
地
区
に
架
か
る
橋
の
お
話

不
動
地
区
に
架
か
る
橋
の
お
話

不
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
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行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
南
か
ら
四

番
目
か
ら
六
番
目
の
橋
脚
付
近
に

藍
商
・
銀
行
家
と
し
て
有
名
で

あ
っ
た
久
次
米
兵
次
郎
氏
の
屋
敷

跡
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

三
「
弁
天
橋
」
約
三
六
二
㍍

　

鮎
喰
川
上
流
付
近
に
雨
が
降
る

と
潜
水
橋（
沈
下
橋
）の「
弁
天
橋
」

の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
、
迂
回

し
て
「
不
動
橋
」
ま
た
は
、「
上

鮎
喰
橋
」
ま
で
大
回
り
し
て
い
ま

し
た
。
地
域
住
民
の
多
年
の
念
願

が
叶
い
平
成
元
年
に
開
通
し
ま
し

た
。
新
し
い
「
弁
天
橋
」
の
完
成

に
よ
り
、
周
辺
の
交
通
混
雑
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。

四
「
四
国
三
郎
橋
」
約
九
一
〇
㍍

　

旧
讃
岐
街
道
（
県
道
徳
島
・
引

田
線
）の
朝
は
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
で
、

特
に
「
名
田
橋
」
付
近
で
は
し
ば

し
ば
長
蛇
の
列
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
「
弁
天

橋
」
に
続
い
て
吉
野
川
に
架
か
る

二
十
四
番
目
の
道
路
橋
と
し
て

「
四
国
三
郎
橋
」
が
平
成
十
年
三

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
架
橋
地
点

の
左
岸
が
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
コ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
た
め
長
支
間
と

な
り
、
景
観
も
考
え
た
斜
長
橋
と

し
て
優
美
な
姿
を
見
せ
て
い
ま

す
。

四国三郎橋

⑸

　

昨
年
度
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
が
制
限
さ
れ
多
く
の
事
業
や

行
事
が
中
止
と
な
り
、
現
在
の
館

内
は
静
寂
な
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
早
く
以
前
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
回
は
報
告
で
き
る
活
動
が
で

き
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
地
域
の

史
跡
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

江
戸
時
代
以
前
で
す
が
、
現
在

の
宮
井
小
学
校
に
お
城
が
あ
っ
た

と
い
う
お
話
で
す
。

　

現
在
の
宮
井
小
学
校
敷
地
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
大
匠
寺
」
の

地
に
宮
井
城
の
土
塀
が
残
っ
て
い

た
と
い
わ
れ
、
宮
井
城
跡
の
土
塁

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
郵

便
局
付
近
に
は
「
北
門
」、
支
所

付
近
に
は
「
か
ぶ
き
門
」、
小
学

校
の
プ
ー
ル
付
近
に
は
「
内
門
」、

グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
に
は
「
お
針
子

部
屋
」
と
い
う
古
く
か
ら
の
呼
び

名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
名
を
踏
ま
え
る
と

宮
井
城
城
域
は
、
現
在
の
宮
井
小

学
校
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て

そ
の
北
側
の
数
軒
の
集
落
を
含
む

と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
の
南
に
あ
る

「
青
蓮
院
」
は
、
宮
井
城

の
西
の
丸
で
あ
っ
た
と
の

伝
承
も
あ
り
ま
す
。
近
隣

に
は
、
中
津
峰
如
意
輪
寺

ゆ
か
り
の
あ
る
「
中
津
峰

城
」、
中
津
峰
山
の
北
麓

に
は
「
八
多
城
」
の
城
跡

が
あ
っ
た
と
文
献
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
「
令
和
三
年

度
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
」

の
地
域
賞
に
選
定
さ
れ
た
、

五
王
神
社
境
内
の
「
犬
飼

農
村
舞
台
」
近
辺
に
は
「
八
多
の

五
滝
」、
中
津
峰
山
へ
向
か
う
道

の
途
中
に
あ
る
金
谷
地
区
の
「
立

岩
神
社
」、「
山
方
比
古
神
社
（
現

在
の
金
山
神
社
）」
と
多
く
の
史

跡
が
あ
り
ま
す
。

　

多
家
良
地
区
の
史
跡
に
つ
い
て

は
『
城
跡
記
』『
阿
波
志
』『
勝
浦

郡
志
』
を
参
考
に
致
し
ま
し
た
。

今
回
史
跡
を
調
査
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
改
め
て
地
域
の
歴
史
に

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
驚
く
こ
と

が
多
く
あ
り
、
こ
の
苦
難
の
時
期

が
収
束
す
れ
ば
、
一
度
近
辺
の
史

跡
め
ぐ
り
を
行
い
た
い
も
の
で
す
。

昭和６年当時の宮井小学校付近の眺望

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

多
家
良
中
央
地
区
の

　
　
　
　

  

史
跡
め
ぐ
り

多
家
良
中
央
地
区
の

　
　
　
　

  

史
跡
め
ぐ
り

多
家
良
中
央
地
区
の

　
　
　
　

  

史
跡
め
ぐ
り
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「
子
ど
も
が
育
ち
大
き
く
な
っ

て
巣
立
っ
て
行
く
・
・
・
ふ
る
さ

と
」
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
行
く

の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

上
八
万
は
、
交
通
不
便
地
区
で

す
。
少
し
で
も
買
い
物
が
便
利
な

よ
う
に
と
一
年
前
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が

拡
大
し
た
時
と
重
な
り
、
思
う
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
希
望
に
添
え
る
よ
う
改

　

一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
す
べ

て
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
て
い
る

中
、
植
樹
十
周
年
を
記
念
し
、
な

ん
と
か
お
花
見
会
を
で
き
な
い
か

と
い
う
声
が
高
く
な
り
、
最
大
限

の
注
意
を
払
い
開
催
し
た
お
花
見

会
の
様
子
を
、
お
世
話
し
て
い
た

だ
い
た
代
表
の
方
の
コ
メ
ン
ト
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
三
年
四
月
四
日
（
日
）
紅

豊
植
樹
十
周
年
を
記
念
し
た
お
花

見
会
を
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
一
昨
年
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
昨
年
は
節
目
の
年
で
も

あ
り
、
少
人
数
・
短
時
間
で
何
と

か
実
施
し
て
み
て
は
、
と
計
画
し

ま
し
た
。「
大
岡
川
さ
く
ら
緑
地

を
育
成
す
る
会
」「
住
吉
音
頭
を

楽
し
む
会
」
の
会
員
有
志
の
方
々

の
み
に
限
っ
た
会
と
な
り
ま
し

た
。
楽
し
む
会
の
会
員
を
中
心
に

住
吉
音
頭
を
踊
り
、
そ
の
あ
と
参

加
者
が
町
内
・
組
織
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
植
樹
し
た
満
開
の
桜
を
前
に

記
念
写
真
を
撮
り
、
ひ
と
と
き
と

は
い
え
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
、
ま
さ
に

見
ご
ろ
の
時
期
を
迎
え
た
紅
豊
に

出
会
え
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
六
日
前
に
植
え

た
人
の
指
ほ
ど
の
太
さ
の
苗
木
、

北
海
道
松
前
生
ま
れ
の
十
本
の
紅

豊
が
十
年
の
時
を
経
て
「
桜
の
貴

婦
人
」
に
ふ
さ
わ
し
い
見
事
な
大

樹
に
育
っ
た
こ
と
に
思
い
ひ
と
し

お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
植

樹
三
年
を
過
ぎ
た
十
一
本
の
若
木

と
合
わ
せ
、
美
し
い
花
を
愛
で
る

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。（
さ
く

ら
緑
地
を
育
成
す
る
会
）

　

一
昨
年
の
お
花
見
会
は
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨

年
、
大
岡
川
東
岸
に
さ
く
ら
（
紅

　

時
は
流
れ
・
・
・

　

平
成
十
六
年
台
風
二
十
三
号
に

よ
る
上
八
万
大
洪
水
か
ら
早
十
七

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

上
八
万
地
区
は
浸
水
地
帯
の
た

め
、
長
年
の
懸
案
事
項
と
し
て
上

八
万
自
治
会
が
進
め
て
お
り
ま
し

た
川
北
地
区
と
明
善
地
区
に
あ
る

出
岩
（
通
称
）
が
県
（
旧
徳
島
土

木
事
務
所
）
に
よ
り
、
拡
幅
工
事

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

園
瀬
川
の
西
光
寺
か
ら
清
寿
園

ま
で
の
間
の
、
浸
水
防
止
対
策
の

た
め
の
大
き
な
堤
防
改
修
工
事
も

完
了
致
し
ま
し
た
。
次
は
川
西
地

区
の
堤
防
工
事
が
い
よ
い
よ
着
工

さ
れ
ま
す
。
こ
の
工
事
が
終
わ
る

と
、
上
八
万
地
域
全
体
の
園
瀬
川

の
流
れ
が
よ
く
な
り
、
浸
水
の
被

害
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
に
入
り
急
激
に
工
事
が
進

む
中
、
川
に
生
え
て
い
る
竹
を
ど

ん
ど
ん
切
り
起
こ
し
て
い
く
の
を

見
て
い
る
と
綺
麗
な
川
が
出
て
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
川
は
広
か
っ

た
の
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し

た
。

　

令
和
に
入
り
大
き
な
災
害
も
な

い
今
、
平
和
な
上
八
万
に
う
れ
し

い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
人
口
は
約
六
千
六
百
人
、

世
帯
数
は
約
三
千
世
帯
で
す
が
、

最
近
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
（
中

山
）
に
ど
ん
ど
ん
住
宅
が
建
ち
、

若
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
約
五
十
軒
の
新
し
い
素
敵

な
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
お
り
ま
す
。

⑹

さくら緑地を育成する会のみなさま

竹を切り起こしたあとの園瀬川

善
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
少
し
で
も
い

い
環
境
作
り
を
し
、
上
八
万
に

住
み
た
い
な
と
思
っ
て
頂
け
る

そ
ん
な
町
に
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
い
て
言

う
こ
と
な
し

　

ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た

き
か
な

（
石
川
啄
木
）

上
八
万
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

　会
長
　阿
部
　増
江

上
八
万
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　

　会
長
　浜
田
　耕
市

住
吉
・
城
東
地
区
町
づ
く
り
協
議
会

大
岡
川
さ
く
ら
キ
ラ
キ
ラ
ロ
ー
ド
お
花
見
会

「
紅
豊
」
植
樹
十
周
年
記
念

大
岡
川
さ
く
ら
キ
ラ
キ
ラ
ロ
ー
ド
お
花
見
会

「
紅
豊
」
植
樹
十
周
年
記
念

大
岡
川
さ
く
ら
キ
ラ
キ
ラ
ロ
ー
ド
お
花
見
会

「
紅
豊
」
植
樹
十
周
年
記
念
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豊
）
植
樹
十
年
目
の
春
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
立
派
に
育
ち
、

大
き
な
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
は
「
さ
く

ら
キ
ラ
キ
ラ
ロ
ー
ド
」
が
で
き
、

毎
年
お
花
見
の
会
で
、
地
域
の
皆

　

昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と

な
っ
た
地
域
の
行
事
が
多
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集
う
機

会
が
少
な
か
っ
た
で
す
。

　

感
染
者
数
が
よ
う
や
く
落
ち
着

い
て
き
た
敬
老
の
日
、
記
念
品
を

建
物
の
外
で
渡
す
光
景
は
一
昨
年

と
同
じ
で
し
た
が
、
車
で
訪
れ
る

人
が
多
く
昨
年
は
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
で
の
受
け
取
り
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
駐
車
場
で
ど
う
誘
導

す
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
渡
せ
る
か
？

何
度
も
予
行
演
習
を
し
た
結
果
、

高
齢
者
を
乗
せ
て
次
々
と
入
っ
て

く
る
車
を
上
手
に
誘
導
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
地
区
は
、
婦
人
会
の
会
員

が
招
待
状
を
対
象
者
に
で
き
る
だ

け
手
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
ポ
ス
ト
投
函
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
当
日
元
気
に
記
念
品

を
受
け
取
り
に
き
た
顔
見
知
り
の

高
齢
者
と
会
員
が
談
笑
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
品
を
受
け
取
っ
た
高
齢
男

性
が
「
今
日
は
こ
れ
だ
け
？
」
と

建
物
の
方
を
見
て
つ
ぶ
や
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
以
前
の
敬
老
会
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
大
勢
集

ま
り
、
地
域
住
民
の
コ
ー
ラ
ス
や

昭
和
小
児
童
の
歌
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
一
昨
年
か

ら
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、
密

を
避
け
我
慢
の
日
々
で
す
。
特
に

高
齢
者
は
用
心
し
て
い
た
で
し
ょ

う
。
地
域
の
行
事
が
次
々
中
止
と

な
る
中
「
敬
老
会
」
は
久
々
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
記
念
品
を
渡
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
世
話
を
す
る
婦
人
会
は
地
域

の
児
童
や
園
児
と
も
交
流
が
あ

り
、
毎
年
記
念
品
の
中
に
児
童
の

手
紙
や
、
児
童
館
を
訪
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
折
り
紙
が
入
っ
て
い
ま

す
。
二
十
年
ほ
ど
前
の
話
で
す
が

小
学
生
の
娘
が
渡
し
た
手
紙
に
返

事
を
く
れ
た
高
齢
者
が
い
て
、
娘

共
々
嬉
し
い
驚
き
で
し
た
。
九
十

歳
に
な
る
母
も
敬
老
会
で
貰
っ
た

子
ど
も
の
手
紙
と
折
り
紙
を
大
事

に
取
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
地
区
の
様
々
な
活
動
は
良

き
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
そ
こ
に
新

し
い
発
見
や
挑
戦
が
加
わ
り
、
進

化
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち

に
よ
り
喜
ば
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
力
を
合
わ
せ
笑
顔
で
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

⑺

住吉音頭を楽しむ会のみなさま

ドライブスルーの様子敬老会での記念品配布の様子児童からのお手紙

ドライブスルーの案内表示

紅豊植樹10周年記念お花見会

さ
ま
を
囲
ん
で
「
さ
く
ら
緑
地
を

育
成
す
る
会
」「
住
吉
音
頭
を
楽

し
む
会
」
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
音

頭
を
踊
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
春
、
紅
豊
の
ピ
ン
ク
の
花

が
咲
い
た
ら
皆
で
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
そ
の
日
を
待
っ
て
い

ま
す
。（
住
吉
音
頭
を
楽
し
む
会
）

　

今
年
こ
そ
は
、
普
通
に
地
域
の

人
た
ち
が
、
キ
ラ
キ
ラ
ロ
ー
ド
に

さ
く
ら
の
花
を
見
に
来
て
、
住
吉

音
頭
を
踊
り
、
お
茶
を
飲
み
、
桜

餅
を
食
べ
る
、
そ
う
い
う
日
が
来

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。

変
わ
る
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の

変
わ
る
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の

変
わ
る
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の

　
　フ
レ
ン
ド
リ
ー
し
ょ
う
わ
編
集
委
員
　谷
崎
　範
子

　
　昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
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会
」
も
二
年
間
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
様
々
な

行
事
も
で
き
ず
休
館
中

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
多
数
の
方
々
の

出
入
り
の
な
い
日
常
は

寂
し
い
も
の
で
す
。
早

く
日
常
生
活
が
普
通
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
行
う
事
業
も
再

開
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
徐
々
に
自

主
的
に
活
動
を
控
え
て

い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
利
用
団
体
、

サ
ー
ク
ル
の
方
々
に
も

利
用
し
て
い
た
だ
き
、

元
気
な
笑
顔
を
見
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

思
い
出
し
ま
す
。
敬

老
会
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
楽
し
そ
う
に
歌
を

歌
っ
て
い
た
笑
顔
を
。

　

令
和
四
年
は
様
々
な

行
事
の
開
催
が
で
き
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
最
近
の
感
染
症
は
次
第

に
落
ち
着
い
て
は
き
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
現
状

で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
九

十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

内
藤
市
長
か
ら
は
「
わ
く
わ
く

実
感
！
水
都
と
く
し
ま
」
の
紹
介
。

島
田
会
長
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

一
層
の
充
実
を
お
願
い
し
感
染
対

策
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
佐
古

地
区
か
ら
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
現
状
報
告
、
不
動
地
区

か
ら
は
地
域
の
交
通
網
の
要
所
で

あ
る
橋
の
紹
介
、
多
家
良
地
区
か

ら
は
史
跡
め
ぐ
り
の
お
話
、
上
八

万
地
区
か
ら
は
県
道
の
拡
幅
工
事

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
の
報
告
、

住
吉
・
城
東
地
区
か
ら
は
大
岡
川

の
さ
く
ら
ロ
ー
ド
の
報
告
、
昭
和

地
区
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
敬
老

会
で
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い
も

の
の
報
告
、
勝
占
東
部
か
ら
は
早

く
当
た
り
前
の
日
常
を
取
り
戻
し

た
い
と
の
希
望
な
ど
各
地
区
工
夫

し
て
報
告
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
大
川
良
文　

記
）

編
集
後
記

　
「
あ
っ
、
し
ま
っ
た
。」

　

ち
ょ
っ
と
買
い
物
に
コ
ン
ビ
ニ

に
入
ろ
う
と
し
た
入
口
で
マ
ス
ク

を
忘
れ
た
こ
と
に
気
付
き
退
散
、

そ
の
時
か
ら
常
に
外
出
に
は
マ
ス

ク
を
携
行
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て

か
ら
、
外
出
の
抑
制
や
休
業
、
お

店
な
ど
の
営
業
時
間
の
短
縮
が
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
令
和
二
年
度
に
続
き
休
館
す
る

期
間
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

当
然
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
集
ま
っ
て
の
総
会
や

行
事
も
中
止
せ
ざ
る
を

得
ず
、
貸
館
も
で
き
な

い
期
間
も
あ
り
、
地
域

の
方
々
が
親
睦
や
健
康

保
持
な
ど
色
々
な
活
動

に
利
用
し
て
い
た
だ

く
、
本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
役
割

が
果
た
せ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
う
「
敬
老

大神子線道路でのみちピカ活動（令和元年） 親子ふれあい餅つき大会（令和元年）

敬老会の様子（令和元年）

勝
占
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

一
日
で
も
早
い

　当
た
り
前
の
日
常
を

一
日
で
も
早
い

　当
た
り
前
の
日
常
を

一
日
で
も
早
い

　当
た
り
前
の
日
常
を


